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昭
和
30
年
代
頃
ま
で
は
、
松
川
は
、

神
通
川
の
水
が
流
れ
込
み
、
子
ど
も
た

ち
の
水
遊
び
が
盛
ん
な
清
流
で
し
た
。

〝
黒
ゴ
イ
〞
の
名
所
だ
っ
た
と
言
わ

れ
、
ウ
グ
イ
や
フ
ナ
、
ウ
ナ
ギ
や
ア
ユ

も
泳
い
で
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
急
速
な
都
市
化
に
伴
っ
て

家
庭
排
水
な
ど
が
流
入
し
始
め
る
と
、

上
流
の
農
業
用
水
か
ら
の
水
量
が
少
な

い
こ
と
も
あ
り
、
汚
濁
の
一
途
を
辿
り

ま
し
た
。

　

松
川
は
、
ゴ
ミ
や
ヘ
ド
ロ
で
い
っ
ぱ

い
と
な
り
、
川
底
か
ら
は
メ
タ
ン
ガ
ス

も
湧
き
出
て
、
市
な
ど
に
住
民
か
ら
苦

情
が
殺
到
し
ま
し
た
。

　

昭
和
43
年
７
月
か
ら
44
年
６
月
ま
で

の
汚
濁
調
査
で
、
い
た
ち
川
、
松
川
、

赤
江
川
が
、
「
魚
も
生
息
し
な
い
川

と
化
し
て
い
る
」
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　　

昭
和
44
年
頃
か
ら
、
「
神
通
川
を
き

れ
い
に
す
る
協
議
会
」
が
、
「
昔
の
よ

う
な
清
流
を
取
り
戻
そ
う
」
と
、
毎
年

鯉
の
稚
魚
を
放
流
し
た
り
、
環
境
浄
化

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
、
生
命
力
の

強
い
鯉
が
泳
ぎ
回
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
水
質
は
な
か
な
か
改
善
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

富
山
市
と
県
河
川
課
で
は
、
松
川
の

浚
渫
や
ゴ
ミ
さ
ら
え
を
繰
り
返
し
ま
し

た
が
、
絶
対
水
量
が
少
な
す
ぎ
る
こ
と

か
ら
、
国
土
交
通
省
（
旧
・
建
設
省
）

に
導
水
に
よ
る
松
川
の
浄
化
を
要
望
し

ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
で
は
こ
れ
を
受
け
て

検
討
し
た
結
果
、
土
川
か
ら
取
水
す
る

「
魚
も
住
め
ぬ
川
」
と

言
わ
れ
た
松
川

鯉
の
放
流
や
浚
渫
ゴ
ミ
さ
ら
え

を
し
た
も
の
の
…

松川の浄化用水
導入施設を見学

松川浄化用水
導入施設

水門のいろいろ

■平常時（水が少ない時）

給気

■洪水時（自動倒状）

排気

▲ 松川放水門…松川上
流が増水した時、これを
開いて神通川に放水し
ます。神通川が増水した
時は閉め、松川への流入
を防ぎます。（写真は、神
通川から見たところ）

▲平常時には空気を入れて水を取り入れ、水か
さが増すと空気を抜いて、水害を防ぐ「ラバー
ダム」。左の写真は給気された状態の堰。

豊かな暮らしを支える社会資本を訪ねて
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▼松川水門（その２）…
ⓐと連動して松川への取
水量を調節します。

▼松川水門（その１）

▲管理棟
下側が取水口に
なっています。

護国神社

松尾神社

▲ 舟通し水門…神通川
で漁をする漁師さんの
笹舟が通ります。

操作室

佐
野
川

堤　防

樋　管

上流面図

ゴム引布製起伏堰
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こ
と
に
し
、
昭
和
57
年
か
ら
工
事
を

始
め
、
昭
和
59
年
11
月
12
日
、
「
松
川

浄
化
用
水
導
入
施
設
」
が
完
成
し
ま
し

た
。

　

幅
約
16
ｍ
の
土
川
に
ゴ
ム
製
の
起
伏

型
可
動
堰
（
ラ
バ
ー
ダ
ム
）
を
作
り
、

そ
の
手
前
の
堤
防
に
、
土
川
か
ら
松
川

上
流
の
佐
野
川
へ
水
を
引
く
た
め
の
水

門
を
建
設
。

　

ラ
バ
ー
ダ
ム
は
、
平
常
時
に
は
空
気

を
入
れ
膨
張
さ
せ
て
川
を
せ
き
と
め
、

堰
よ
り
水
位
が
30
㎝
程
高
く
な
る
と
、

水
害
を
防
ぐ
た
め
自
動
で
堰
の
空
気
が

抜
け
る
仕
組
み
。

　

こ
の
形
式
の
堰
は
、
北
陸
地
方
整
備

局
（
旧
・
北
陸
地
方
建
設
局
）
で
初
め

て
施
工
さ
れ
、
当
時
と
し
て
は
最
新
式

の
も
の
で
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
毎
秒
２
ト
ン
の
取
水
に

よ
り
、
松
川
全
川
で
コ
イ
、
フ
ナ
が
泳

ぎ
回
れ
る
よ
う
な
目
標
水
質
（
Ｂ
Ｏ
Ｄ

　

３
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
下
）
を
達
成
す
る
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。

　

実
際
の
導
水
は
、
昭
和
60
年
４
月
５

日
に
始
ま
り
、
松
川
は
水
量
が
豊
富
な

川
と
な
り
、
昭
和
62
年
８
月
に
は
遊
覧

船
の
運
行
も
始

ま
り
ま
し
た
。

　

街
の
中
の
川

で
舟
遊
び
が
で

き
る
よ
う
に
な

り
、
全
国
か
ら

観
光
客
を
集
め

る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。

遊
覧
船
の
運
行
も
可
能
な

水
量
の
豊
富
な
松
川
に

リバーフェスタとやま2006

【対象】一般・親子　20名様まで（先着順） 【参加費】無料（要申込）。但し、今回は自転車に乗ってのツアー
となります。各自で自転車をご用意ください。自転車をお持ちでない方は、グッドラックまでご相談く
ださい。 【集合場所】松川茶屋（富山城址公園）※午前9時45分までにお越しください。 
【お申込み】ちらしについている申込み用紙または、お電話でも受け付けております。
リバーフェスタとやま実行委員会事務局（グッドラックとやま）TEL.076-425-8187 FAX.076-425-8445

舟橋・松川の浄化用水導入施設見学ツアー（午前10：00～12：00）

近代の改修以前は、神通川が富山城の北
側を流れていました。富山城と神通川（現
松川）の関係、そして舟橋についてお話し
ます。

…講師／浦畑奈津子さん
　　　　　（富山市郷土博物館学芸員）

舟橋・
松川の浄化用水導入施設
見学ツアーに参加しよう！

  2006

8.27日

一時は「魚も住めぬ川」となった松川を浄
化しようと、土川に浄化用水を導入する
ための施設が、国土交通省（旧建設省）に
よって建設されました。今回はその施設
を見学します。

…案内人／中村孝一
　　　　　（富山観光遊覧船代表取締役）

　

松
川
へ
の
浄
化
用
水
導
入
計
画
が
進

め
ら
れ
る
の
と
前
後
し
て
、下
水
道
の

整
備
も
始
ま
り
ま
し
た
。現
在
は
分
流

式
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
下
水
道
で

す
が
、昭
和
40
年
前
後
ま
で
に
整
備
し

た
富
山
駅
南
側
の
２
７
７
ha
で
は
、家

庭
排
水
ば
か
り
で
な
く
、雨
水
も
流
れ

込
む「
合
流
式
」下
水
道
と
し
て
整
備
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
た
め
、大
雨
に
よ
る
増

水
で
下
水
処
理
施
設
の
能
力
が
超
え
た

場
合
、松
川
に
家
庭
排
水
の
混
じ
っ
た

未
処
理
汚
水
が
流
れ
出
し
て
し
ま
う
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。数
年
前
か

ら
、合
流
式
下
水
道
の
問
題
が
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、国
土
交
通
省
は
平

成
16
年
の
下
水
道
法
施
行
令
改
正
で
、

原
則
10
年
間
で
合
流
式
下
水
道
の
改
善

完
了
を
義
務
づ
け
ま
し
た
。富
山
市
で

も
下
水
処
理
能
力
の
向
上
等
で
未
処
理

汚
水
が
松
川
に
流
れ
出
し
に
く
く
す
る

改
善
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、今
後
、整

備
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。　

松
川
は
も
っ
と
き
れ
い
に
な
る

ゴ
ム
製
の
起
伏
型
可
動
堰
で

松
川
に
毎
秒
２
ト
ン
の
水
を
導
入

協力 国土交通省 北陸地方整備局 富山河川国道事務所

舟橋では 松川浄化用水導入施
設では

　いまからおよそ100年前、富山の街の中には神通川が大きな弧を描いて流れ
ていました。そして、昔の神通川の流れは、現在、松川・いたち川となっています。
桜並木の川べりを歩けば、そんな富山の街の歴史にあちらこちらで出会えます。
知っているようで、知らなかった『とやまの歴史探険ツアー』に出かけませんか？


